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　1． 要　　 　旨

　筆者等 は 高知 而水道局の 依頼 に よ っ て 鏡川伏流水の 調

査 を 行 っ た が ，電 気比 抵抗法に よ る調査 の 結果 鏡川 の

旧河道が 明か と な り，伏流水を包含す る帯水層の 分布を

明確 に す る 事 が 出来た 。又 ボーリン グを引 ぎつ 1’V・て 行

い 電気探査結果 に 良 く
一

致す る 事 も認 め る こ と が で ぎ

た 。 此 の調査 に よ っ て 旧鏡川 の 蛇行 に よ る洗掘深度と 巾

は 旧河道 に 沿 っ て 著 し く変化 して 居 る事 が 分 り適切な地

下水採取地点を指適する事が出来た 。

2． 地 質 概 況

　図
一1 に 示す様 に 鏡川 は 下流 で は 東西方向 に二走 る地質

構造線 に 沿 っ て 流れ て い る が，調査地点附近で は 南北の

構造線 に 沿 っ て 南下 し，高知市 の 南 を 通 っ て 浦戸湾に 注

ぐ 。 調査地点 の 基盤 は 上 部秩父占生層で r．と し て砂岩お

図
一1

よ び頁岩 よ り成る。基 盤 は 風化が 進 ん で 居 り，殊 に 山腹

は厚い 風化帯 で 被 れ て い る ． 又 調査地点 の 周囲 の 山腹 に

鳳 洪積層に 属す る城 山礫層 が 処 々 に の っ て い る 。
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　図
一2 に 示す地 形か ら み る と鏡川 は か っ て 現在の 河道

よ りも西 の 方に 蛇行 して い た事 が 想豫され，従 っ て 旧河

道 に 沿 っ て前述 の 基盤 の 上に 鏡川 に よ る砂礫の 堆積があ

っ て 地下水利用 の 水源 と な りうる 事が 考えられ る 。

図
一2　鏡 川 地 質及 び 地 下 水 調 査 図

3， 電 気比抵抗法 に よる地下 探査 と ボ ー り 冫

　　グ と の 対比

　帯水層の 深度 ， 層厚 を 明 らか に す る ため 電気比羝抗法

に よ る地下探査 を行 っ た 。 測定 は 横河電機の L −10 メ ガ

一を使い ，電極 の 配

列 は ウ エ ン ナーの 4

極法に よ っ た 。 深度

一
比抵抗曲線の

一
例

を示 せ ば 図
一3，図

一4 の 通 りで あ る Q

曲線 の 解析 は 標準曲

線で行 っ た 。図 の ×

印 は測 定値 を プ ロ ッ

トした もので 実線は

近似的に 測定値に
一

致する標準曲線を示

す 。   印は 曲線 の 原

点 の 坐標 で ある 。

　調査 地 域 は 表面約

1m を 粘性 の表土 で
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図一3B 、 と No ．27 の 対比
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表
一1　地層の 比抵抗値

被 れ ，そ の 下 は

砂礫 層が基盤 で

あ る風 化帯 ま で

の 聞 に 堆積 し て

い る事が予想 さ

れた の で 三 層の

場合と して 解析

した 。 解析法 の

詳細 は
1）・2＞

等 を

参照 され た い 。

　解析 の 結果各

層の 比抵抗値と

して 表
一1 の 様

な数f直を得た 。

　基盤の比抵抗

値 の 甚だ低 い の

は 粘性の 風化残

　 （単位 Ω
一m ）

即 ち測定 3 及 び 14 を 中心 と した 2 つ の 深 く広い 浸蝕谷

が ある反面，そ の中間は狭く浅 くな っ て い る 。 朝倉地 先

の 部落 が 測点 14 を 中心 とす る 浸蝕谷 の 上 に 乗 っ て い る

の は 此 の 附近 が 地 下水に 恵 まれ 居佳地 と して 適 して い た

た め で あらうと思 は れ る 。

　又 ボ ーリ ン グ の 結果浸蝕谷底部 に は 粘土 レ ン ズ の 含ま

れ て い る 事が 分 っ た 。即 ち 旧 河 道 で も現 河 川 と 同 じ様に

浸 蝕 され 深 くな っ た 部分 は 淵 とな っ て
丶

ド水時に 粘性土 を

堆積 した 傾向が 認 め られ る 。

　調査 の 結果地下水利用 の 採取地点 と し て 何処 を 選ぶ か

は 図
一2 に よ っ て 明か で あ る。又 図 　2 に 示 す A ，B ，

C ，E 　 の 既設井戸 の水位測定か ら伏流水の平均動水傾度

を 計算すれ ば 表
一2 の 通 りで あ る 。

表
一2　動 水傾 度 の 計 算

測 点 水 位 （m ＞ 匯 差 （m ）睡 離 （m ）障 水 皺

A −BB
−CC
−E

8，525〜8，238 　　　　　0，287
8，238〜7，551　　　　　　0．687
7，

551 −−7，318　　　　　0，233

露0300240 1，9 × 10−32

、3xlO −31
．OxIO −3

表

砂

基

土

礫

盤

170〜800795

〜3，500
100〜600

留土 の た め と解釈 した 。

　 B、，B ， の 地 点で ボ ーリン グ を 行 っ た 結果 0．5 〜1 ．Om

の 表土 の 下は 径 20cm 内外の 玉石を 含む極め て 透水性

の 高 い 礫層 で あ っ た 。
B1 で は ，14．3m ，　 B ， で は 17．6 皿

か ら粘土や臠植上 を 混 入 する礫と な っ て 居 り明か に 不透

水層 で あ っ た 。
B

、 の 結果を最寄 りの電気探査 の結果と

対比すれ ば 図
一3 の 様に両者 は良く

一
致する 。

B 、は ボ

ーリン グが 29m に 達 し て い ない の で 対比 し難 い が電気

抵抗法で は 16m 附近 の 粘土脈を見出す事は 出来なか っ

た 。 然し此 の 粘土は 某盤で は な く礫層 の 間 に レ ン ズ 状に

挾 っ た粘土脈で あ っ て ，そ の 分布 は 小範囲に 止 るもの と

考えられ るだ ろ う。 此 の 様 に 電気探査 で は 局部的 な 土 質

の変化は把握し難い 、然し その 反面ボ ーリ ン グの 結果は

局部的 な変化の 1点を示すに過ぎない と も言えるで あ ろ

う。
No ．11 は地中 の 迷走電流 の た め 測定 出来なか っ た 。

又今回の 調査 の 場合深 くま で比抵抗値 の 大 ぎい 砂礫がつ

N’b て い た の で 20m 以上 の 深度を 調査 し得 た が ，比 抵

抗値 の 小さい 地層 が つ X“く場合 L −10で は 良 い 精度 は 得

られ な い こ とが 多い 。

4． 鏡川 の 蛇行 と帯水 層 の 分 布

　調査 の 結果｝こ よる 帯水層下面 の 深度を 東京湾申等水位

を 基準 とす る 標高で 表せ ば 図
一2 の 地形 図に 記入 し た 様

な等高線図が得られ る 。 此 の 図に よ っ て 謂査 の 当初予想

した 鏡川 の 伏流 が確認 さ れ た 。 それ と 同時 に 伏流河道 は

そ の 巾と深 さ が 地域的 に 甚だ し く差 の あ る 事が 分 っ た 。

　表
一2 の 動水傾度に 差 の あ る の は，伏流水に

一
定の流

動 方向が ある た め ，流動方向 と一一
致す る方向に 測 っ た 動

水傾度は大ぎく，そ の 方向 か らそ れ るに つ れて 小さくな

る と 考え られ る 。
B −C の 方向 は 調査 の 結果明か と な っ

た 旧河道 の 方向に 近似 し 動水傾度も最大 を 示 し，此の 地

区 の 平均動水傾度と し て 11500 を得た 。即ち 帯水層は

玉 石 と砂礫 よ り成 り空隙 が 大 ぎ く地下水 は 現河川 と大差

ない 水面傾度で流下し て居る こ と が わ か る 。 測点 3 お よ

び 14 を 取水地点 と して 揚水試験を行 っ て帯水層の 透水

係数 を 測定す れ ば地下水容量 を計算し地下水利用の 計画

をさらに 確定す る こ とが可能で あ る 。

5， 結 語

　此 の 報文 は 電気抵抗測定 に よ る 土質調査が 地下水利月∫

に役立 っ た
一
例で ある。此 の 場合帯水層が単

一
な礫層 で

あ っ た た め 良い 結果 を得 られ た の で 常 に 此 の 報文 の 様な

結果を 得 られ る とは 保証 し難 い が 地方 都市の 上水道源 と

して 河 川 の 伏流水利用 が 重要 と思 は れ るの で 将来 の 地下

水開発 に 多少 と も此 の 報文が 役 立 つ 処 が あれ ば幸い で あ

る。

　此 の 調査に 関 し高知大学地 質学教室 の 秋山教授 に 色 々

助言をい た K“い た 。 又比抵抗法 に よ る 伏流調査 につ い て

大阪市立大学岩津教授 の 御教示 を受ける処 が多大 で fO　o

た 。 両先生に 深 く謝意 を表する もの で ある 。
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